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人間とは？ 現実とは？
現 代 美 術 家・磯 谷 博 史 が
問 い か け る 思 考 の 交 差 点

そう語ったのは、ゲストである美術家の磯谷博史氏。
インテリアデザインスタジオSYMBOLPLUSが主催
するトークイベント「CROSSPOINT」も今回で2回目
の開催。ゲストとのコミュニケーションを心待ちにし
ている多くの参加者を迎え、和気藹々とした雰囲気
でイベントがスタートしたのであった。

「自分の作品や体験を通じて、
『人間とは何か』『現実とは何か』
という問いを皆さんと
共有できればうれしい」

今回のゲストは、美術家として国内外で活動する磯
谷博史氏である。東京藝術大学にて建築を学び、同
大学大学院を経て、ロンドン大学ゴールドスミス・カ
レッジのアソシエートリサーチプログラムにて美術
を探究。彫刻・写真・ドローイングを組み合わせたイ
ンスタレーションを主軸に、素材や空間との関係性
に着目した作品を多数手がけてきた。
また、東京のギャラリー「SCAI PIRAMIDE」やアメリ
カの「サンフランシスコ近代美術館」での発表を通じ
て、日本と海外を横断しながら独自の作品世界を展
開してきた。磯谷氏の表現は、単に視覚的な美しさに
とどまらず、見る者の思考や感覚に揺さぶりをもたら
す力を持っている。

写真家・磯谷博史のまなざし

次に現代美術がいかに多様性を受け入れてきたか
という点に話は移る。1989年のベルリンの壁崩壊を
契機に、これまで語られてこなかった東側諸国の美
術史が浮上し、グローバリズムの進展とともに、マイ
ノリティや女性アーティストの表現がより強く注目さ
れるようになった。
話題は磯谷氏の創作の原点にも及ぶ。彼が強く影響
を受けたのは、20世紀初頭のドイツに存在した美術
学校「バウハウス」である。あらゆる造形を統合する
総合芸術教育に魅了されたものの、バウハウスはす
でに廃校。代わりに東京藝術大学建築科の入試課
題にその思想を見出し、同大学に進学を決める。
学生時代には、建築の枠を拡張するような作品制作
に取り組んだ。パリのシャンゼリゼ通りに設置したフ
レーム作品は、観光客が思わず写真を撮る「出来事
の装置」として機能した。また、12時間におよぶ制作
作業の音を録音し、完成した立体作品から再生する
ことで、時間と行為を空間に封じ込める試みにも挑
戦した。
その後、磯谷氏の表現は徐々にアートへと傾斜して
いく。履き続けたスニーカーをスキャンして作品化し
たり、南半球の太陽の動きをなぞる「半時計回りの
時計」のドローイングを制作したりと、場所や歴史に
潜む文脈をすくい取り、そこに独自の視点を介入さ
せる手法が際立っていった。
こうした語りを通じて浮かび上がるのは、現代美術と
いう営みが、人間や現実そのものに対する継続的な
問いかけであるということだ。磯谷氏は、「美術館で
作品を観るときに、『人間とは何か、現実とは何か？』
という視点を持つだけで、感じ方が大きく変わる」と
語り、そのまなざしの重要性を共有した。

また、日常に埋もれた「名前のない現象」をとらえた
写真作品も多い。雪が降ったあとのドアの軌跡や、割
れたスマートフォンの画面といった光景に、“あだ名”
をつけて作品化するという。些細な現象に目を凝らす
その視点に、来場者から驚きの声が上がった。
陶芸作品では、縄文土器の破片を泥に戻して再利用
するプロジェクトを紹介。遥か昔の遺物と現代を接続
し、リサイクル の 概 念 を 問 い 直 すこの 試 み は 、

「PRADA MODE（プラダモード）」にも出展され、建築
家・妹島和世氏のコレクションにもなっているという。
トークは、今回の料理テーマとも重なる、磯谷氏の最
新プロジェクトに話題が及んだ。舞台はオーストリア
の農場を営む古城。かつて貴族が暮らし、現在は歴史
的価値を持つその場所を訪れた磯谷氏は、現地に残
された陶器の破片や空間の痕跡と向き合いながら、
新たな作品構想を進めているという。

プレゼンテーションは、「現代美術とは何か？」という
磯谷氏の問いかけから始まった。スクリーンに投影
されたのは、宗教画から現代に至るまでの美術の変
遷を示す年表。そこには、美術がかつて宗教や権威
に従属していた時代から、科学や民主化の進展を背
景に、「人間とは何か？」という問いを内包する表現
へと移行してきた流れが示されていた。
磯谷氏は、「現代美術は、正解を求めるものではな
く、既存の価値観を批評し、多様な視点を受け入れ
ながら常に更新していく営みである」と語る。その本
質的な面白さは、技術の高度さにあるのではなく、

「新しい視点を投げかける力」にあるという。
加えて、インスタレーションとディスプレイの違いに
ついても触れられた。磯谷氏は、四方を鏡で囲った
箱型の作品を例に挙げながら、「鑑賞者の身体や視
線を巻き込む構造」がインスタレーションの本質で
あると指摘。単なる物品の陳列とは異なり、空間との
関係性を意識させることで、観る者自身の立ち位置
を揺さぶることができると話した。

磯谷博史が語る
「現代美術の根源」

SYMBOLPLUSとの出会いは、岡山で開催された産
業芸術祭だった。工場見学の空間演出における協働
を通じて関係が深まり、今回のCROSSPOINTへの
登壇に至ったという。
冒頭、磯谷氏は「自分の作品や体験を通じて、『人間
とは何か』『現実とは何か』という問いを皆さんと共
有できればうれしい」と語り、プレゼンテーションへ
と移っていった。

磯谷氏のプレゼンテーション後、会場では活発な質
疑応答が交わされた。
美術史の読み方について問われた磯谷氏は、次のよ
うに語った。
 「すべてを理解する必要はありません。美術が『人間
とは何か』『現実とは何か』を問いかけている営みだ
ということを意識していただければ、それだけで十分
です。社会構造や宗教観の変化といった背景に目を
向けると、一つひとつの作品も読みやすくなると思い
ます」
また、「鑑賞者の反応をどう見ているか」という問いに
は、こう返した。
 「もう慣れてしまいましたね。『千人が通り過ぎた作
品』というタイトルにしようかと思ったこともあります。
誰にも見られず、まるで風景の一部になっているよう
なこともあるんですよ」
 アートは鑑賞者との関係性の中でその姿を変えてい
く——そんな率直なまなざしが印象的だった。
さらに、知識の深め方について尋ねられると、「体系
的に学んだわけではありません。学生時代が長かっ
たので、興味のある思想家の本を少しずつ読み進め
てきたというのが正直なところです」とのこと。
 知識は枠組みではなく、個人的な探究の積み重ねか
ら生まれるものであるという姿勢が、にじみ出ていた。

参加者と紡ぐ
「気づきの対話」

磯谷さんはオーストリアでのプロジェクトについて、
「割れた陶器たちの物語を、ただ『読まないと完結し
ない』作品にしたくはないんです」と語ります。そして

「分からないものを、『つまらない』で終わらせず、『面
白い』に持っていくのは本当に難しい。でも、そうでき
たら、といつも考えています」という言葉を残した。

「CROSSPOINT」は、磯谷さんの言葉と参加者との
対話を通じ、難解に思える現代美術を身近なものと
して感じさせてくれる、刺激的で実り多い時間となり
ました。
今回もゲストのアイデンティティをCROSSPOINTな
りの解釈によりプロデュースされた美味しい料理と
ドリンク、音楽、空間の設え、SYMBOLPLUSが創り
出す” CROSSPOINT ”は、今後も多様な表現者を
招き、参加者との対話を通じて、新たな “ 気づき “の
交差点を創り出します。
最後までお読みいただきありがとうございます。 
是非、合わせて下記URLよりCROSSPOINTのイン
スタグラムをフォローいただければと思います。

思考と対話が交差する夜

https://www.instagram.com/symbolplus_official/
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